




資料－2 主なコンテンツのサンプル 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．座標値データ 
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図２．基線時系列グラフ 
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資料３ 用語の説明 
ＧＰＳ 
ＧＰＳとは、Global Positioning System という英語の頭文字を採った略語です。 
これは１９７０年代の後半に米国によって開発された人工衛星を使った新しい測位

システムで、日本語では全地球測位システム呼ばれている。GPS 衛星は、現在６つの軌

道面上にそれぞれ４衛星ずつと予備の４衛星の計２８衛星が配置されており、軌道面は

地球の赤道面に対して５５度傾いています。各衛星は、それぞれの衛星の位置を表す軌

道情報や精密な時刻情報を発信しながら、地上約２０，０００ｋｍのほぼ円軌道をおよ

そ１２時間で周回しています。この衛星配置のため、世界中どこにいても（Global）、

常に４個以上の GPS 衛星の電波を受信することができ、得られた軌道情報等から自分

自身の位置（Positioning）を知ることができるシステム（System）になっています。 ... 

 
 

軌道情報(orbit information) 

 軌道情報というのは GPS 衛星の任意の瞬間の位置を計算するためのデータのことで

す。GPS 用語では暦といいます。軌道情報には放送暦と精密暦の２種類あって、放送

暦は、ＧＰＳ衛星から受信した電波を適当な方法で解読すると、航法メッセージに入っ

ている諸々の情報とともに軌道情報を取得することができます。原則として２時間ごと

に新しいものに更新されます。軌道情報は天体力学の正しい用語では、軌道要素といい

ます。ケプラーの軌道６要素で与えられます。放送暦は軌道上での衛星位置にして 10m
程度の精度です。精密暦は国際ＧＮＳＳ事業（IGS：International GNSS Service）と

呼ばれる国際学術組織が、全世界に展開した傘下の研究機関のＧＰＳ衛星の軌道追跡網

の観測によって作成されます。精密暦は、衛星の三次元位置をＩＴＲＦ座標で表すもの

で、特別な学術的な測量には精密暦が使われます。これらの精度は、軌道上での位置に

して、超速報暦（予報）で 10 ㎝、超速報暦（決定）で 5 ㎝、最終の精密暦（更新まで

1～2 週間要する）で 5 ㎝以下である。今回提供するＧＰＳ解析データは、毎日提供す

るものは、２４時間の内２１時間分については超速報暦（決定）を、残り３時間分につ

いては超速報暦（予報）用い、２週間後位には最終の精密暦を使用した解析データを提

供します。 
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基線測定誤差の計算例を参考に提供しますが、超速報暦も毎日提供する速報値として遜

色ない精度があることが分かります。 
参考： 基線測定誤差＝衛星の位置誤差÷衛星までの距離 
   放送暦     1000 ㎝÷2,000,000,000＝5×10－７ 

超速報暦（決定・予報）     5.6 ㎝÷2,000,000,000＝2.8×10－９ 
最終の精密暦   5 ㎝÷2,000,000,000＝2.5×10－９   

 
国際ＧＮＳＳ事業（ＩＧＳ） 

：International GNSS※ Service とは国際測地学協会（IAG：International Association 

of Geodesy）により、1994 年に設立された組織で測地学や地球物理学研究をサポート

しています。その活動は、ＧＰＳ衛星の追跡観測を行いそのデータの解析により、ＧＰ

Ｓ衛星の精密な軌道情報や地球回転パラメータ等をインターネットを通じて研究者に

提供しております。ＩＧＳの活動を支える約３７０箇所のＧＰＳ観測局、３箇所のグロ

ーバルデータセンター、７箇所の解析センター等は、測地学研究を行っている各国の大

学、研究所等の国際的な協力の下に運営されています。 

※GNSS（Global Navigation Satellite System）とはＧＰＳ、Ｇalileo、ＧＬＯＮＡＳ

Ｓを含む測位衛星システムの総称です。 

 

        国際ＧＮＳＳ事業（ＩＧＳ）の活動 

 

 

ＧＰＳ精密解析データとは 

ＩＧＳが提供する超速報暦や最終の精密暦を用いて解析して得られた座標値データ

（三次元直交座標値、緯度・経度・楕円体高）、基線値時系列グラフ、変動ベクトル

図、剪断歪み図等をいう。 

剪断歪み図 
弾性体の外から力が作用すると、弾性体内部には何らかの変形が生じる。弾性体内部

の変形を表す物理量として歪みが用いられる。歪みは単位長さあたりの変形を表す物理

量として歪みが用いられる。下図（左）の弾性体の上面に沿って接線力 Pt を加える。こ

のときの弾性体の変形は図の点線で示すようになり、ずれ変形が生じる。この場合のず

れの角度 u／H＝tanα＝γであり、このγを剪断歪みという。 
実際には、三角形を構成する３点の電子基準点等間の基線長変化（２期間の）から計
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